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教育課程の編成

三小田　博　昭

１．教育課程編成の特徴

１）併設型中高一貫校としての１－２－２－１制
　併設型中高一貫校の特色を活かし、６カ年の教育課程
を、生徒の発達段階に応じて１－２－２－１制とした。
具体的には義務教育に当たる中学１年生を「入門基礎

期」、中学２年生・３年生を「個性探究期」とし、「興
味・関心の扉を開く教育課程」と位置づけた。高等学校
では、高校１年生・２年生を「専門基礎期」、高校３年
生を「個性伸長期」とし、高等教育での学びを視野に入
れ、「高大接続を考慮した先進的な教育課程」を編成し
た。

 

      １年   入門基礎期   生活と学びの基礎・基本の育成 

中学   ２年 

      ３年 

 

 

      １年 

 高校   ２年 

      ３年   個性伸長期   自分の将来や大学等の専門研究につながる力の育成 

 

個性探究期 

専門基礎期 

広く個性を探り、学びへの興味・関心を育て、探究力、 

問題解決力を育成 

深く学び、専門的研究の基礎である多元的な思考力と

探究心を育成 

２）１－２－２－１制教育課程におけるSGHの位置づ
け

　本校生徒は、１－２－２－１制の教育課程に対応し
て、中学１年生から高校３年生まで、すべての生徒が
SGH課題探究を行なっている。入門基礎期（中学１年）

と、個性探究期期（中学２年・３年）では、「課題探究
Ⅰ」、専門基礎期（高校１年・２年）、個性伸長期（高校
３年）では、「課題探究Ⅱ」を総合的な学習の時間で行
なっている。

 
 

中学１年     

 

中学２年 
中学３年 
 
 
 
 
 
 
 
高校３年    

     

専門基礎期 

個性探究期 

新たな人間関係を基盤に、傾聴、コミュニケーシ

ョン、討論などの基本的な素地を育む 
課題探究Ⅰ 

「生き方を探る」 

好奇心の扉を開き、探究心を豊かに育む 
課題探究Ⅰ 

「生命と環境」 
「国際理解と平和」 

課題発見・課題解決型の学習を通して、多元的・

論理的な思考力と表現力を育む 

課題探究Ⅱ 

PBL(Problem 
Based Learning) 

  

大学での専門的な学びにつながる興味・関心 
を育む ～自覚的なキャリアの第一歩～ 

課題探究Ⅱ 

PBL(Problem 
Based Learning) 

入門基礎期 

個性伸長期 

高校１年 
高校２年 

 （文責　三小田博昭）
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２．2019年度　高等学校教育課程表

標 準
単位数 共 通 選 択 共 通 選 択

国 語 総 合 4 4
現 代 文 B 4 2 2
古 典 A 2 3 ◆
古 典 B 4 2 2
国 語 表 現 3 3 ○ 2 △
世 界 史 Ａ 2 2
世 界 史 Ｂ 4 4 ※
日 本 史 Ａ 2 2 ◇
日 本 史 Ｂ 4 4 ※
地 理 Ａ 2 2 ◇
地 理 Ｂ 4 4 ※
現 代 社 会 2 2
倫 理 2 2 ■☆
政 治 ・ 経 済 2 2 ■☆
数 学 Ⅰ 3 2
数 学 Ａ 2 2
数 学 Ⅱ 4 1 3 1※
数 学 Ｂ 2 2 □
数 学 Ⅲ 5 1※         5 ◆△
数 学 活 用 2 2 ▲
数学研究α（文） 2         2 ＃
数学研究β（文） 2 2 △
数学研究γ（理） 2 2 ☆
物 理 基 礎 2 2
生 物 基 礎 2 2
化 学 基 礎 2 2
物 理 4 3 ○ 2 ●
生 物 4 3 ○ 2 ●
化 学 4 2 ● 　    　2 ☆■▲
生 物 基 礎 研 究 2 2 ● 2 ▲
化 学 基 礎 研 究 2 2 ● 2 ▲
物 理 研 究 2 2 ■
生 物 研 究 2 2 ■
理 科 演 習 Ⅰ 2 2 ＃
理 科 演 習 Ⅱ 2 2 ＃
体 育 7～8 3 2 2
ス ポ ー ツ 理 論 3 3 ◆
保 健 2 2
音 楽 Ⅰ 2 2 ◎
音 楽 Ⅱ 2 2 □ 2 ☆
美 術 Ⅰ 2 2 ◎
美 術 Ⅱ 2 2 □ 2 ☆
書 道 Ⅰ 2 2 ◎
コミュニケーション英語Ⅰ 3 3
コミュニケーション英語Ⅱ 4 3 2
英 語 表 現 Ⅰ 2 2
英 語 表 現 Ⅱ 4 2 2
総 合 英 語 Ⅰ ー １ 2 3 ○
総 合 英 語 Ⅰ ー ２ 2 2 □
総 合 英 語 Ⅱ ー １ 2 2 △
総 合 英 語 Ⅱ ー ２ 2 2 ■
総 合 英 語 Ⅱ ー ３ 2 2 ▲
総 合 英 語 Ⅱ ー ４ 2 2 ☆
総 合 英 語 Ⅱ ー ５ 2 2　＃
家 庭 基 礎 2 1 1
発 展 家 庭 基 礎 2 2 ＃

総合学習 総 合 人 間 科 3～6 1 1 1
情　報 情 報 の 科 学 2 1

科 学 倫 理 ・ 数 理 探 究 1 1
STEAM 1 1

生 命 科 学 探 究 講 座 ＊１ ＊１ ＊１ ＊１
地球市民学探究講座 ＊１ ＊１ ＊１ ＊１

ＡLE ＊１ ＊１ ＊１ ＊１
特　活 Ｈ Ｒ 3 1 1 1

31 25 6 18 13

31

・選択科目は、同一学年の同じマークの複数教科から１科目を選択する。
・SS課題研究Ⅱの「科学倫理・数理探究」は「情報の科学」１単位を代替する。
・SS課題研究Ⅱ・SS課題研究Ⅲ・ASP・ALEは、本校が独自に設けた教科である。
・SS課題研究Ⅲ・AＬＥは、選択履修(＊)により単位を認定する教科である。

31 31

計

合　計

家　庭

SS課題研究Ⅲ

SS課題研究Ⅱ

公　民

 名古屋大学教育学部附属中・高等学校　

教 科 科 目 第１学年

外国語

芸術

数　学

第２学年 第３学年

国　語

地理歴史

保健体育

理　科

        4 ※


